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第一部 「 伊庭の文化的景観」保存調査

１ 　 伊庭内湖周辺の水系と 集落景観の特徴

（ 1）明治期の大中の湖と湖岸集落

　 干拓以前の大中の湖の東岸に面し た伊庭や福堂、 乙女浜など の集落では、 いずれも その

集落内に水路が縦横にめぐ り 、 カワ ト と 田舟が利用さ れていた。 中でも 明治初期の旧伊庭

村は神崎郡内で最も 人口規模が大き く 、「 滋賀県物産誌」（ 1880） によ れば、 伊庭の総戸

数 496 戸（ 農 317 戸、 工 37 戸、 商 142 戸）、 人口は 1,984 人であ っ た。 農家は副業で

麻布機業や採藻採泥、 漁業、 商業を 営んでいたが、 特筆すべき なのが舟の所有の多さ であ

り 、 大中の湖と 小中の湖に面する 伊庭では舟数 482 艘を 所有し ていた。 こ の数は琵琶湖

沿岸の他の集落と 比べても 際立っ て大き い（ 表 14）。 300 艘以上の舟を 持つ集落には内湖

沿岸の集落が目立つが、 大中の湖沿岸の福堂、 乙女浜も 302 艘（ 戸数 237）、 205 艘（ 戸

数 151） と 、 1 軒に 1 艘かそれ以上の割合で舟を 所有し ていた（ 図 16）。

　 伊庭を はじ め大中の湖沿岸の村々では、 いずれも 農業を 主たる 生業と し ながら も 、 いく

つかの副業を 営んでいた。『 滋賀県管内神崎郡誌』（ 松浦果編、 1880） には、「 湖邊は捕魚

を 兼る も 、 一般の業務は耕作に在る を 以て、 概し て質朴なり 」、「（ 伊庭のほか） 湖邊に山

路、 乙女濱、 福堂、 栗見新田、 出在家、 新海村あり 、 民の漁業を 業と する 者、 福堂、 伊庭

を 主眼と す」 と ある 。 伊庭では農業と 水辺の資源を 活かし た漁業によ っ て村落が成立し て

いた。 明治初期には麻布製造も 盛んであっ た。 ま た、「 伊庭、乙女濱の村落は、数千の桃樹、

民屋を 繞る を 以て、 花時の光景さ ながら も 仙窟に入る が如し 」 と あ る よ う に、 桃の生産も

盛んであり 、 家々の周囲の桃の木が景観を 特徴づけていた。

　 一方、 前掲「 滋賀県物産誌」 には、「 水利ハ村ノ 中央ニ大川ノ 貫流ス ルアリ テ田疇ノ 灌

漑自由ナレ ト モ洪水暴漲ノ 損害ニ罹ルコ ト ア リ 」 と あ り 、 伊庭川を 灌漑に利用する こ と

で稲作には不便がなかっ たも のの、 洪水被害は受けやすかっ たと あ る 。 実際に明治 29 年

（ 1896） に、 豪雨によ る 洪水が発生し 、 湖岸の村々は大き な被害を 受けた。

　 伊庭川の付け替え以前の伊庭では、川の全流量が集落内を 貫流し ていた。 伝承によ れば、

伊庭の川は元亀年間（ 1570 〜 73 年） に覚部家によ り 開削が発起さ れ、 その 50 年程のち

に徳永寿昌（ 1549 〜 1612 年） によ っ て掘割が建設さ れた、 と さ れる （『 内湖と 河川の漁

法』）。 現在も 集落内を 縦横に流れる 水路は、 水が流れている も のがカワ 、 流れのないも の

がホリ と 呼ばれる 。 固有の名称を 持つ川には、 オオカワ と も 呼ばれる 伊庭川のほかに、 妙

金剛寺川（ 東殿）、 走り 川（ 中下）、 名古川（ 名古）、 南川（ 南川）、 北川、 浦川など が認め

ら れる 。 こ れら の川の維持管理は小字と し ての町が担っ た。

　 集落内を 縦横に張り 巡ら さ れた水路は、多く の水路が田舟 3 艘ほど の幅はあっ たと さ れ、

農家にと っ て重要な交通路であ っ た。 干拓以前は現在よ り も 水深が深く 、 水量も 多かっ た

と いう 。 ま た、 周辺の耕地が低く 湿田が多かっ たために、 内湖の藻を 田へ運ぶ際や収穫の
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際には田舟が用いら れた。 水路は各農家の屋敷と 耕地を 結ぶ道であっ た。

 

 

 
   図４−１ 『滋賀県物産誌』にみる戸数と保有舟数（舟数 50艘以上に限る） 
 

     

     図４−２ 『滋賀県物産誌』にみる保有舟数（『内湖と河川の漁法』） 
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   表14 「 滋賀県物産誌」にみる戸数と保有舟数（ 舟数50艘以上に限る）

図16「 滋賀県物産誌」にみる保有舟数（『 内湖と河川の漁法』）
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（ ２ ）集落外水路の変遷

１ ）水利

　 伊庭川は、 観音寺山の東麓、 五個荘から 流れ出し ている 。 宮荘や金堂など から 細流を 集

め、次第に水量を 増し 、佐野町内で伊庭川と 山路川に分岐する（ 図 18）。 伊庭川の水利権は、

伊庭６ 分・ 山路４ 分と 決めら れて維持さ れてき た。 こ れは織田信長の裁定によ る も のと 伝

えら れ、 現在の堰が設置さ れる 以前は、 46 個も の大石を 置いて水を 分けていた 。 伊庭川

から はいく つかの井（ 湯、 イ も し く はユと 読む） から 用水が分かれていたが、 伊庭村の水

田の用水源と なっ ていたのは、 伊庭川のほかに伊庭と 山路の旧村境を 流れる 中田井、 伊庭

川の北半分を 流れる 浜井、 伊庭川の南半分を 流れる 筏井であっ た。

　 明治末から 大正期にかけて、滋賀県内務部によ っ て農業水利の実態調査が行われた。『 滋

賀縣耕地整理基本計画書（ 上、 中、 下）』 の「 神埼郡耕地整理基本調査」（ 1911）、『 農業

水利及土地調査書 第 1 輯』（ 1920）に、当時の農業水利の記録が残る 。 こ れら を も と に伊庭、

福堂、 乙女浜の３ 集落の水利状況を 示す。

　 伊庭村の主要な水源であ る 伊庭川は水量が豊富であ り 、 旱魃時にも 水は減る こ と がな

く 、 灌漑の不足はなかっ た。 川の最下流にあ っ て非常に水に恵ま れていた 。 一方、 福堂、

乙女浜は大同川水系大戸川に属し 、 それぞれ各水系の最下流部に位置し た。 福堂において

は新川が主要な水源であっ たが、 上流部において大量の引水が行われる ために用水が十分

でなかっ た。 灌漑は縦横に張り 巡ら さ れた溝渠に湛水し たも のを 蛇車によ っ て揚水し て行

われたが要する 労費は多大であ っ た。 ま た 24 町に及ぶ稲田は天水に依ら ざ る を 得ず、 ２

週間〜１ ヵ 月作付が遅れ損害を 被る こ と も あ っ た。

　 乙女浜の集落内を 流れる 浜川には主要な水源は存在せず、 水量も 少なく 、 上流から の排

 
図４−３ 「伊庭能登川湖邊ノ圖」（『近江国新町村全図』，渡辺行（作），1891） 

 

 
 図４−４ 明治期の伊庭川流域（下図は明治 26 年測図地形図、『明治の古地図』をもとに執筆者作成） 

図17 「 伊庭能登川湖邊ノ 圖」（『 近江国新町村全図』，渡辺行（ 作），1891）
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水及び沿川の耕地に潜出する 水に依存し ていた。 こ れによ り 、 水を めぐ っ て躰光寺や山路

と の間でし ばし ば紛擾があ っ た。 旱魃によ り 減水する 際には江川を 堰き 止めて引水し 、 浜

川、 江川に堰を 設け水位を 高めて灌漑を 行っ ていた。

　 こ のよ う に、 同じ 大中の湖沿岸においても 、 水系によ り 水の得やすさ は著し く 異なっ て

いた。 と り わけ大中の湖の湖岸村落の中で、 伊庭は水に恵ま れた地域であっ たと いえる 。

２ ）内湖の干拓

　 過去の 琵琶湖の 水位は、 現在よ り も 高い 状態に あ り 、 明治期で は常水位が B.S.L ＋

83cm（ 鳥居川観測所の水位 T.P. ＋ 84.371m を 琵琶湖基準水位（ 0m ） と する ） 程度であ り 、

沿岸部ではたびたび浸水被害が生じ ていた。 明治 29 〜 43 年（ 1896 〜 1910） の淀川改

良工事に伴う 瀬田川の浚渫、 南郷洗堰の設置によ り 、 湖水位を 下げて 水位調整する こ と

と なり 、 こ れによ り 平均水位が 50 〜 70cm 低下し た。 ま た、 昭和 18 〜 27 年（ 1943 〜

52） の淀川河水統制事業によ り さ ら に平均水位が 20 〜 30cm 低下し た。 こ れら は洪水の

防止や下流地域の水需要の増大に対応する も のであ っ たが、 水位の低下は湖岸の環境を 大

き く 変える こ と と なっ た。

図18 明治期の伊庭川流域（ 下図は明治26年測図地形図、『 明治の古地図』をもとに執筆者作成）

 
図４−３ 「伊庭能登川湖邊ノ圖」（『近江国新町村全図』，渡辺行（作），1891） 

 

 
 図４−４ 明治期の伊庭川流域（下図は明治 26 年測図地形図、『明治の古地図』をもとに執筆者作成） 



80

第一部 「 伊庭の文化的景観」保存調査

　 こ の琵琶湖の水位低下と 戦時下の食糧事情の悪化を 契機と し て、 内湖の干拓事業が進め

ら れた。 小中の湖の干拓事業は昭和 18 年に開始さ れ（ 事業期間 1943 〜 51 年）、 続いて

大中の湖干拓事業が昭和 21 年から 実施さ れた（ 干拓事業期間 1946 〜 72 年）。 こ れら の

事業によ り 、 それぞれ 342.1ha、 1,145ha の広さ の内湖の水面が農地に変わっ た 。 そのよ

う な中、 大中の湖の一部は干拓さ れずに残り 、 東部承水溝（ 通称伊庭内湖、 面積 49.0ha、

平均水深 1.2m ） と し て、 現在も 内湖岸の環境を 維持し ている 。

３ ）圃場整備

　 現在の伊庭町内には伊庭川が流れる が、 こ れは能登川南部地区の県営ほ場整備事業（ 事

業期間 1980 〜 88） 及び同時期に実施さ れた県営かんがい排水事業によ っ て付け替え ら

れたも のである 。 現在は水門から 引水し ており 、 水量の調整も 可能と なっ ている 。

　 福堂や乙女浜においても 、 かつて伊庭と 同様に集落内を 水路がめぐ り 、 田舟が往来し 、

ほと んど の家にカ ワ ト が設けら れて いた（ 図 19）。 し かし 、 乙女浜の団体営ほ場整備事

業（ 1964 〜 66 年、 53.7ha）、 福堂の団体営ほ場整備事業（ 1968 〜 70 年、 23.3ha）、 県

営ほ場整備事業（ 1970 〜 73 年、 123.5ha） の実施と 、 琵琶湖から の逆水灌漑の整備、 農

作業の機械化や自動車の普及に伴い、 集落内水路のほと んど が埋め立てら れて道路と なっ

た。 福堂では昭和 43 年から 水路埋立が始ま り 、 翌 44 年竣工の構造改造事業によ り 集落

内の水路が道路に転用さ れ、 現在では中川を 残すのみであ る 。

　 福堂や乙女浜と 比較し て、 伊庭の水環境が残さ れてき たのは、 内湖に面し ながら も 、 豊

富な水量を 持つ伊庭川によ っ て水利に恵ま れる と いう 稀有な環境条件を も っ ていたから に

ほかなら ない。

 
     図４−５ 圃場整備以前の福堂と乙女濱（『明治の古地図』）      図19 圃場整備以前の福堂と乙女浜

（『 明治の古地図』より一部転載）
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　 図 20　 伊庭水路現況図 （ 2014 年 5 月調）
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（ ３ ）現況

上述のと おり 、 昭和 50 年代以降の圃場整備と 排水整備によ っ て伊庭川はその流路を 変

えたも のの、 そのほかに伊庭川の水環境に大き な変化はなく 、 現在も 伊庭の集落内を 貫流

し 、 集落内を 水路が網の目のよ う に張り 巡ら さ れている 。 ま た、 戦後に内湖が干拓さ れた

が、 伊庭の周辺は湖岸を 中心にかろ う じ て内湖が残さ れている 。 集落内水路は、 かつて多

様な水利用がなさ れ、 水路を 利用し た水上交通も 盛んであっ た名残であ る が、 福堂や乙女

浜の水路がほと んど 埋め立てら れたのに対し 、 伊庭の集落内の水路は、 一部埋め立てや幅

の減少が進んだも のの、水路網の基本骨格と 「 カ ワ ト 」 と 呼ばれる 水利用施設や石積護岸、

階段など が多く 残り 、 現在も かつての面影が色濃く 残る （ 図 20）。

　 内湖は、 かつて肥料（ 採藻、 採泥）、 燃料、 魚の供給源であ り 、 伊庭の個々の家々の生

業生活において密接な関わり を 有し ていた。 その内湖へは、 各家々の横を 流れる 水路を 介

し て直接つながっ ていた。 現在も 、 伊庭の村落の成立に関わる 水環境と し て、 山から の川

の流れ（ 伊庭川）、 集落内水路、 内湖（ 伊庭内湖）、 琵琶湖のつながり が持続し ている 。 こ

の山・ 平地・ 湖を つなぐ 水環境のシス テム が実質的に持続し ている 点が、 伊庭の特徴であ

る と いえる 。
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２  伊庭集落と 集落内水路網

（ １ ）明治-大正期の水路構造とその特徴

１ ）地割と の関係

　 明治前期の伊庭の土地利用を 示す地籍図と し て は、 壬申地券地引絵図であ る 「 近江国

神崎郡伊庭村地券取調総絵図」（ 1873）、 地租改正地引絵図である 「 神崎郡第一区伊庭村」

（ 1875 〜 79）、 地籍編成地籍地図である 「 神崎郡伊庭村地籍全図」（ 1884 〜 89 頃） が残

さ れており 、 こ れら によ り 水路や宅地の復元が可能である 。

　 こ れら の絵図から は、 伊庭村内の耕作地に明確な条里地割が確認でき 、 ま た伊庭川を 除

けば、 集落内の水路や道路も 条里方向が基本と なっ ている こ と が読み取れる。 伊庭川から

は支流が縦横に掘ら れる が、 条里地割の向き と 同方向で直線の箇所が多く 認めら れる 。 伊

庭集落内を 流れる 伊庭川と その支流が、 ど の程度自然につく ら れ、 ど の程度人工的につく

ら れたかは判別でき ないが、 自然の水路を う ま く 利用し て集落づく り がなさ れたも のと 考

えら れる 。 中でも 、 伊庭川の北側並びに集落西部（ 北川、 上北川、 名古） は整然と し た格

子状が認めら れ、 水路や宅地の人為的な整備を う かがわせる 。

　 ま た、 伊庭の集落は、 ８ つの小字に分かれている が、 その小字の境界の多く が主要なカ

ワ ・ ホ リ に重な っ て いる 。 伊庭川を 境に、 北側に３ つ、 南側に５ つの字に分かれる （ 図

21）。

 

    図４−７ 大字伊庭の小字界と水路 

 

 
 
 
 

内湖 

伊庭川 妙金剛寺川 

    図21 大字伊庭の小字界と水路 （『 明治の古地図』より一部転載）
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２ ）水路の復元

　 過去の水路の復元にあたっ ては、 上述し た地籍図に加えて、 滋賀県歴史文書「 神埼郡伊

庭村調書」 の「 用悪水路下付ニ関ス ル書類」（ 1922） に記録さ れた小字ご と の全水路の長

さ と 幅の測量図が手がかり にな る 。 こ れは大正 14 年（ 1925） の官有溝渠の廃止によ る

水路の払い下げ、 田畑・ 宅地への地目変更の事前調査と し て行われた測量内容を 記録し た

書類である 。 地籍図と 合わせる こ と で、 詳細な水路の復元が可能と なっ た（ 図 22、 23）。

　 大正期の伊庭村の水路網構造を みる と 、 ま ずその骨格を 構成し ている のは、 集落の中心

を 貫く 伊庭川と 16 世紀後半に開削さ れたと 伝え ら れる 排水路であ る 妙金剛寺川であ り 、

こ れら が最も 幅が広い水路であっ た。 集落内に網状に広がる 水路はその多く が幅 2 間（ 約

3.6m ） 以上の幅を 備えていた。 すなわち、 集落内のほと んど の水路において、 田舟（ 長さ

6m ， 幅 1m 程度） が余裕を も っ て行き 交う こ と ができ た。 聞き 取り によ れば、 幅 2 間の

水路においては両側に 2 艘の舟を 係留し た間を、 舟が通行する こ と ができ たと いう 。 集落

外縁部では細街路が櫛の歯状に発達し ている 様子が確認でき 、 南川沿いにはいく つかの舟

入（ 舟着場） が確認でき る 。 いずれも 幅 2.5 〜 4.2 間（ 約 4.5 〜 7.6m） のも のである 。 こ

の南川の船着き 場は漁師がエリ を 置く など に使用し 、 昭和 30 年頃ま で存在し たが、 現在

は土砂で埋ま っ ている 。 ま た、 袋状の水路は田舟置き 場と し て利用さ れたと いう 。

 

    図４−７ 大字伊庭の小字界と水路 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道路 一間幅の水路 

三間以上の幅の水路 

二間幅の水路 

内湖 

  伊庭川 
（瓜生川） 

伊庭川 
（瓜生川） 

妙金剛寺川 

 

妙楽寺

正厳寺 

妙金剛寺

注）点線は正確な位置が未確認の水路 
測量対象外の水路 

宅地 

100ｍ 0 

図４−８ 大正期における伊庭の水路網（「神埼郡第一区伊庭村」と「用悪水路下付ニ関スル書類」を基に作成）図22 大正期における伊庭の水路網（「 神埼郡第一区伊庭村」と「 用悪水路下付ニ関スル書類」を基に作成）
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図４−９　用悪水路の記録（「用悪水路下付ニ関スル書類」所収図をトレースして作成）
図23　 用悪水路の記録（「 用悪水路下付ニ関スル書類」所収図をト レースして作成）
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　 ま た、 福堂の水路についても 「 近江国神埼郡第弐区福堂村地券取調絵図」（ 1873） と 大

正期の「 用悪水路の記録」（ 1922） から 埋立前の状態を 知る こ と ができ る （ 図 24， 25）。

福堂では伊庭と 同様に集落内を 川が貫き 、 水路が網目状に張り 巡ら さ れていた。 一方、 地

券取調絵図から は、 集落内に道（ 赤道） が確認でき ない。 先行の民俗調査では、 集落内に

道はほと んど なく 、あっ ても 4 尺（ 約 1.2m ）以下で私有地につけら れており「 ダシアイ ミ チ」

と 呼んだと いう 。 福堂では水路に沿っ て道がつく ら れていなかっ たこ と が、 集落内の水路

が埋め立てら れた原因の１ つであ る と 考えら れる 。

３ ）集落内の敷地-道-水路の構成

　 明治前期作成の地引帳と と も に管轄庁に提出さ れたのが字限絵図であり 、 一村全図よ り

も 詳細に土地の状況を 示す。 能登川博物館には耕地整理事業に伴い作成さ れたと 考えら れ

る 「 大字伊庭字限図」（ 小字別、 全 125 枚、 手書き 彩色、 滋賀県神崎郡能登川町役場旧蔵）

が残さ れている 。 本図内には「 昭和四年 開墾」 の注記があ り 、 地押調査を 経て改製さ れ

たも のである と 考えら れる 。 本図は字ご と に描かれている が、つなぎあわせて復元し た（ 図

12）。 こ れを も と に屋敷敷地と 水路、 道の関係について考察する 。

　 伊庭の水路網構造を 評価する 上で最も 重要な点の１ つが、 かつての伊庭の集落では、 ほ

と んど の宅地に面し て水路が張り 巡ら さ れていたこ と であ る 。「 大字伊庭字限図」 によ れ

ば、 分筆前の「 宅地」 の数は 452 で、 そのう ち 410 の宅地が水路に直接も し く は道路を

挟んで面し ていた。 すなわち、 ９ 割を 超える 宅地が水路に面し ていたこ と になる 。 なお、

水路に面し ていない宅地においても 近接し ていた。

  
 

図４-10 福堂村地券取調絵図にみる水路       図４-11 用悪水路記録（1922）にみる福堂の水路 

                               （ 基図：昭和37年測量能登川町管内図） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

       図４−15 カワやホリの利用経験（青：過去、橙：現在） 
             （ 住民アンケート調査：調査期間：2011.1.20-2.5、回収 85 部（305 部配布）による） 

経験人数（括弧内は現在）：飲用 1(0)、炊事用 7(0)、洗顔・歯磨き 7(0)、風呂の水 24(0)、
洗濯（すすぎ）55(1)、洗い物（食器等）13(0)、汚れ落とし 68(49)、水泳 43(2)、魚つ

かみ・魚釣り 58(9)、魚の飼育 21(9)、打ち水 33(17)、草木の水遣り 63(38)、田舟の利

用 28(1)、防火用水 30(23)、除雪 54(45)。 
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図24  福堂村地券取調絵図にみる水路       図25 用悪水路記録（ 1922）にみる福堂の水路
   （ 基図： 昭和37年測量能登川町管内図）  
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　 伊庭の農地は標高が低く 、 湿田が多かっ たため、 農家は内湖の藻を 田へ運ぶために秋の

収穫時には必ず田舟を 使用し たと いう が、 400 を 超える 宅地が水路と 面する と いう 特徴的

な集落形態を 有し ていた。

　 ま た、 その敷地形状を みる と 、 カワ やホリ に面する 側が狭く 、 奥行き が深い、 細長い形

状と なっ ている こ と が読み取れる 。 南北方向の水路に面する 敷地は東西方向に長く 、 東西

方向の水路に面する 敷地は南北方向に長いのが一般的である。 ほと んど の家では、 水路に

面し て各屋敷に上る 石段（ カワ ト ） が設けら れていた。 カワ ト については、 農家の場合は

水路に出張っ て平行し 、 幅は狭く 、 漁家の場合は水路に直角で屋敷に入り 込んだ幅の広い

石段である と いう 傾向がみら れたと いう （ 周防実／大正 13 年／ 1980.10. ３ ）。

　「 伊庭村縮図」 を 基に、 陸上の道と 水路のネッ ト ワ ーク に着目し 、 動線と し て考えら れ

る 経路を 一部整理し 図示し た（ 図 27）。 水路沿いの多く の家では、 屋敷地の一方が道に接

し 、 反対側のも う 一方が水路に接する よ う な構成を と っ ていた。 現地調査と 聞き 取り 調査

を 通じ て明ら かになっ たこ と は、 陸上の道から の出入り が考慮さ れて家が建てら れて玄関

が設けら れ、 道と 反対側の水路側に屋敷畑と カワ ト が設けら れ田舟の発着場と なっ ていた

こ と である 。 すなわち歩行者の動線と 、 水路を 利用する 田舟の動線が異なっ ていた。 伊庭

の集落の宅地の多く がこ のよ う な敷地構成を も っ ていたこ と は、 ９ 割の宅地が水路と 面し

ていたこ と と 密接な関係がある 。

（ ２ ）水路・ カワト・ 護岸の現況

１ ）カワト

　 かつて伊庭集落内の家のほと んど がカ ワ やホリ に面し 、 各家々はその水を 利用する ため

の石段を 備えていた。 こ の石段を 含む水利用施設を「 カワ ト 」、石段を「 ダン ダン」 と 呼ぶ。

カワ ト は、 田舟の舟着場や、 水汲み場、 洗い場など に利用さ れた。 魚のイ ケス も その近く

に作る など 日常生活に関わり の深い場所であっ た。

　 屋外で川に面し ている も のが「 ソ ト カワ ト 」 と いい、石段が川の中に突き 出たも のを「 デ

ガワ ト 」 と いう 。 デガワ ト の石段は川の流れの方向と 同方向であ る こ と が多い。 一方、 敷

地の中に石段があり 川に突き 出ていないも のを「 イ リ ガワ ト 」 と いい、 こ れは川の流れに

直角のも のが多い。

　 カワ ト のう ち、 屋敷内にある も のを 「 ウ チカワ ト 」 と 呼ぶ。 屋敷内の自噴（ ジフ ン ） 井

戸に水槽を 設け、 井戸から でた水を 飲用にし 、 その下の段で洗い物を し 、 水路に落と すも

のがいく つか認めら れる 。 道沿いのも のはデガワ ト が多く 、 屋敷内のも のはイ リ ガワ ト が

多い傾向にある 。



凡例 青線（ 地番のない水路）

赤線（ 赤道）

筆界（ 宅地）

分筆線

宅地

筆界（ 田畑）
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　 図 26　 大字伊庭字限図

（ 小字別、 全 125 枚、 手書き 彩色、 滋賀県神崎郡能登川町役場  旧蔵）
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　 平成 26 年 5 月の実地調査では、 石積みのカ ワ ト 53、 コ ン ク リ ート 製のカ ワ ト 61、 金

属製のカ ワ ト 50（ 計 164） を 確認し た（ 写真 31）。 カ ワ ト は各家でつく る ため、 その目

的や敷地にあ わせて幅も 段数も 異なる など 、 各家の特色が出ている 。 石積みのカ ワ ト は、

伊庭川の左岸、 妙金剛寺川、 南川沿いと 、 小字西殿内の水路に数多く 残さ れている 。

２ ） 水路の石垣

　 伊庭には「 石垣屋敷持ち」 と いう 言葉が伝わる と おり 、 伊庭集落の敷地内の石垣はその

家の住人によ っ て整備さ れてき た伊庭では石垣の下ま で屋敷と みなす慣例があ っ たと い

う 。 伊庭川が一級河川と なっ た後も 同様であ っ た。 聞き 取り 調査では、「 よ その在所と 違

う 。 今ま で官民境界の立ち会いの役人が来た時、 伊庭だけはそれは認めま すと 。 ふつう は

川のと こ は河川敷や。 と こ ろ が伊庭は石垣が屋敷持ち、 っ ていっ てそのも のが私有地と み

なさ れる 。 ほやから 「 岸建ち」 いう て石垣ぎ り ぎり に建っ てる 家が結構あ る 」 （ 村田恒治郎

/2010.12.9 ） と いう 。「 岸建ち」 と いう 言葉のと おり 、 水路の石垣の真上に建てら れる 建物

も 多く みら れる など 、 水郷ら し い独特の景観が認めら れる 。

　 現存する 水路の石垣には、 大き な石が整然と 並んだ切込接や、 丸みを おびた自然石を 用

いた野石積など 様々な種類のも のがある 。 １ つのカ ワ 沿いでも 、 家の敷地ご と に石の積み

方が異なり 、 各家の特徴が出ている 。 水路の石が数多く 残る のはカワ ト と 同様、 伊庭川の

左岸、 妙金剛寺川、 南川沿いと 、 西殿内の水路、 さ ら には東殿や謹節館西側の水路（ 中下）

沿いであり 、 往時の景観を 伝えている 。

　 水路の石垣と カワ ト の施工は、 地域の石屋が担っ ていたと いう 。 農家は水路工事（ 石垣

の築造） にお金を かけないよ う にする ため、 石を 拾っ てく る など し て材料を 浮かし 、 一方

で商家はお金を かけて、 石屋も 気張っ て良い石を 持っ てく る こ と が多かっ たと いう 。
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凡例

（下図：「伊庭村縮図」能登川博物館所蔵）

図 13   伊庭の水路と 道にみる主な交通路

幅の広い水路（田舟通行可）

主要な道（陸上）

水面

図27   伊庭の水路と道にみる主な交通路

（ 下図：「 伊庭村縮図」能登川博物館所蔵）
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⑩卯の時祭舟着場 ⑪舟入跡（ 南川） ⑫舟入跡（ 南川）

⑦妙金剛寺川のカワト ⑧妙金剛寺川のカワト（ 東殿） ⑨妙金剛寺川のカワト（ 東殿）

⑤東殿のカワト ⑥南川のカワト（ 南川）④妙金剛寺川のカワト（ 東殿）　 　

③伊庭川のカワト（ 四ツ谷）②伊庭川のカワト（ 西殿）　①伊庭川のカワト（ 西殿）

写真31　 水利用施設の現況（ カワト 、舟着場跡）
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写真31　 水利用施設の現況（ ウチカワト 、水槽、イケス）

㉒イケス（ 東殿）㉑妙金剛寺川沿いのイケス（ 柳瀬）

⑳水槽（ 中下）⑲水槽（ 上北川）⑱水槽（ 西殿）

⑰水槽（ 南川）⑯水槽（ 南川）⑮ウチカワト（ 西殿）

⑭ウチカワト（ 南川）⑬ウチカワト（ 西殿）
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写真31　 水利用施設の現況（ 石垣）

㉚集落内水路の石垣（ 東殿）㉙集落内水路の石垣（ 南川）

㉘浦川の石垣（ 名古）㉗浦川の石垣（ 上北川）

㉖妙金剛寺川の石垣（ 辻内-東殿）㉕妙金剛寺川の石垣（ 辻内-東殿）

㉔集落内水路石垣とカワト（ 中下）㉓伊庭川の石垣（ 西殿）
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写真４−２ 伊庭集落名古を上空から見る（昭和 59（1984）年 9 月 22 日撮影、レッツの会、能登川博物館蔵） 

 

  

写真４−３ 𡈽𡈽𡈽𡈽上𡈽（𡈽川𡈽𡈽𡈽撮影） 

写真32  伊庭集落名古を上空から見る（ 昭和59（ 1984）年9月22日撮影、レッツの会、能登川博物館蔵）

写真33  𡈽豊橋上流（ 中川眞澄氏撮影）
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３ ）橋

　 伊庭の水路には数多く の橋が架かる 。 伊庭川沿いには少な く と も 10 の橋を 確認し た。

上流から 順に挙げる 。 ①𡈽
ど

豊
ぶ

橋
ばし

はも と 石橋で、 川の中に２ 本の橋柱が立ち、 そこ を 継ぎ目

と し て両側に切石を 架けていた。 寄附でつく ら れ、 石の親柱には大正 9 年（ 1920） の銘

がある 。 戦後にコ ン ク リ ート 橋と し て架け替えら れた。 ②正厳寺橋は伊庭で最初のコ ン ク

リ ート 橋と いわれる 。大正 10 年 9 月のも のだが、香典返し でつく ら れたと いう 。高橋と なっ

ており 、 渡る ために数段上がっ た。 一方で舟を 引く 人は橋の下を 通っ た。 ③陣屋橋はコ ン

ク リ ート 橋で、 1930 年代に厄除けで架けら れた。 ④平和橋は昭和 12 年（ 1937） に架け

ら れたが、 それ以前に橋はなく 、 道が切れていたと いう 。 ⑤卯ノ 時大橋は昭和 19 年に架

けら れたコ ン ク リ ート 橋であ る 。 ⑥卯ノ 時橋は明治 36 年生ま れの同年が、 昭和 18 年に

寄付を し て架けた石橋であ る 。 ⑦三ツ 橋は、３ 方向に架かっ ていたため三ツ 橋と 呼ばれる 。

⑧五軒町橋、 ⑨金比羅橋、 である 。 伊庭川沿い以外にも 、 𡈽豊橋の西の⑩平和橋（ 大川沿

いのも のと 同じ 名称だが別の橋）、 ⑪守国橋、 妙金剛寺川に架けら れた⑫栄橋と 、 大正 9

年に架けら れた現存する ⑫渡
わたんじ ょ ばし

所橋がある 。栄橋はも と 石橋で、戦後にコ ン ク リ ート 橋と なっ

た。

　 こ れら 伊庭の多く の橋は、 同年（ 同い年のグループ） によ っ て、 厄年など の節目に寄付

さ れて設けら れる など、 住民自身の手で架橋さ れた。 なお、 伊庭祭の一部、 卯の時祭では、

昭和 9 年ま で舟渡御が行われており 、 舟の乗降場（ 伊庭川沿い中下の石灯籠の前） よ り

下流は取り 外し ができ る 木橋であ っ たと いう 。 ま た、 伊庭川は水流が速かっ たため、「 サ

キビ キ」 が必要で、 橋は先引き 人が橋の下を 通行でき る よ う な構造と なっ ていた。
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３ 　 伊庭集落における集落内水路の利用

（ １ ）カワやホリ の利用

　 明治 17 年（ 1884） に出版さ れた『 滋賀県神崎郡伊庭村誌』（ 大橋錦護編、 浅井滋次郎）

には、 伊庭における 水利用について次のよ う に書かれる 。

「 其水（ 伊庭川） ヲ 引キ テ村中（ 伊庭村） 縦横溝渠ヲ 流シ朝日出前或ハ夜深更ニ至リ 清

浄ヲ 俟テ飲料ノ 水ヲ 汲ミ 使用ス 」、「 雨中ノ 注意實ニ一方ナラ ズ故ニ近来處々井ヲ 堀リ 牗

戸（ 戸や窓） ヲ 綢繆ス ル（ 離れずにいる ） ノ 労ヲ 省ク 」

　 すなわち、早朝や深夜にカワ やホリ の清澄な水を 汲み飲用し たこ と 、ま た、こ の当時、所々

で井戸が掘ら れて使用さ れ始めていたこ と がわかる 。 伊庭では、 いずれの家から でも １ 軒

おけば必ず水路に接する よ う につく ら れ、 カ ワ ト が設けら れて水汲み場や洗い場と し て利

用さ れた。 カワ やホリ の水は常に清水である よ う に管理さ れ、 飲み水にも 用いら れた。 ま

た、 伊庭川には集落上流の蛇行箇所に窪地を つく っ て汚物を 沈殿さ せる など の工夫がみら

れ、 田の用水が混入し ないよ う な排水系統の工夫も なさ れていた（『 内湖と 河川の漁法』）。

なお、 内湖干拓以前は、 伊庭のホリ は今よ り 30cm 以上深かっ たと いう 。

　 伊庭集落の井戸は、 地下 30 〜 40m の深さ から 自然に出る 湧水（ 自噴） が使われてき

たが、 カナケ（ 金気） がある ために飲料水と し ては使わず、 フ ロ など に用い、 洗面や炊事

用にはカワ の水を 使用する こ と が多かっ た。 自噴（ ジフ ン ） は、 伊庭のシモ（ 下流側） に

多く 、 管を 30 間（ 約 55m ） ほど 地中に打ち込むと 水が噴き 出てき た。 し かし 浅いと 赤カ

ナケ、 さ ら に深く 入れる と 黒カナケ と なり 、 流し は毎日洗っ て掃除し ないと カ ナケで赤く

なっ た。 赤カ ナケは水を 漉すと 飲める が、黒カナケ は飲めない。 水の筋があっ て、家によ っ

ては出ないこ と も あ っ た（ 周防実 / 大正 13 年生 /1980.10.3 ）。

　 滋賀県下では、 昭和 30 年代に入っ て、 各地で農薬や農業機械など の利用に伴う 川水の

汚染など がみら れる よ う になっ てから 、 近代水道や簡易水道の導入が急激に進んだ。 それ

でも 、湧水に恵ま れた能登川町においては上水道の敷設が遅く 、伊庭では昭和 54 年（ 1979）

に上水道の供用が開始さ れた。 昭和 50 年代以降は、 洗剤の普及や上流部における 新興住

宅地の開発に伴う 生活排水の増加によ り 水質が悪化し たが、 平成 15 〜 19 年にかけて下

水道整備が行われ、 合併浄化槽や下水道の普及など によ り 川の水質は改善さ れつつある。

　 なお、 本章の以下の節は、 過去及び現在の水利用に関する 住民への聞き 取り 調査及びア

ン ケ ート 調査に基づいて記述する 。
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写真４−１ 伊庭米軍撮影空中写真（1946 年） 

  

写真34 　 伊庭米軍撮影空中写真（ 1946年） 



100

第一部 「 伊庭の文化的景観」保存調査

 

写真４−４ 福堂（住民所有写真を中川眞澄氏が撮影、年代不詳） 

 

 

写真４−５ 福堂の水路と田舟（昭和 36 年撮影航空写真、田舟を赤色で着色）   

 

写真35 福堂（ 住民所有写真を中川眞澄氏が撮影、年代不詳） 

写真36 福堂の水路と田舟（ 昭和36年撮影航空写真、田舟を赤色で着色） 
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表14　 伊庭における水利用（ 聞き取り調査 2011年1月実施）

回答者

 /自宅

 /生年

家業

カワ・ ホリの利用 備考

⑴ 

飲
用

⑵ 

炊
事
用

⑶ 

洗
顔
歯
磨
き

⑷ 

風
呂

⑸ 

洗
濯
す
す
ぎ

⑹ 

魚
と
り

⑺ 

田
舟
・
船
数

水利用(1)〜(5)，

魚とり(6)，

田舟利用(7)

O1氏

東殿

大正11

百姓 

経営者

　 ○ 　 ○ ○ ○
○

1艘

(2)鍋やらは洗っ た．(4)朝バケツで汲んで日なた水．(5)たら いでしてゆ

すぎに行っ た．22年の秋に戦争から 帰って来た時は(2)・ (4)→×，(5)→

○．(6) 金毘羅さ んの石垣にウナギがいた．(7) 米を運んだ．昭和40年頃

までか．

M1氏

東北川

大正14

百姓　 　

時々

出稼ぎ

　 　 △ ○ ○ ○
○

2艘

(4)日なた水．(5)水道ができるく らいまで．(6) 近く の川で．(7) 伊庭川沿

いは農家が多く ，川沿いの家はほと んど2艘もっていた．30歳（ 昭和30

年）頃か．

M2氏

名古

大正14

百姓　 　 　 　

勤め人
○ ○ 　 ○ ○ ○

○

1艘

家には井戸がなかっ た．ポンプで水がく るまで．(6) 金毘羅さ ん，まがり

と，すみのく ち(戦前に飛び込み台があった）でとった．(7) 家の前に泊め

ていた．

N1氏

名古

大正14

百姓 　 　 ○ ○ ○ ○
○

1艘

(2)向かいのおう ちは茶碗をあらっていた．(3)し たこと はある．(4)燃料費

の節約のため日なた水を使った．終戦直後ぐらいまでか，(5)カワト です

すいでた．だいぶ後までみなし てはっ た．水道ができるまで．(6)近く の

川．(7) まわりの家はみんな持っていた．昭和35年頃まで使っていた．　

O2氏

南川

昭和3

漁業 ○ ○ ○ ○ ○ ○
○

2艘

(1),(2) 27歳の時はまだ使っていた．飲んだり 米洗う のも川ばっかり やっ

た．(4)昔の家の時（ 〜Ｓ 41年）．(6)家の前でジャコ やモロコ を．(7) 30歳

ぐらい(S33)までは舟があった．

N2氏

東殿

昭和4

勤め人 　 　 　 △ △ ○ 　

(4)多少ある．(6)家の前で．(7) この辺ではなかっ た．川原崎さ ん，ちょう

ちん屋(沖さ ん)さ んぐらい．周り の川には舟はあんまりなかった．山田さ

んの八幡通いの舟が通ってた．

O3氏

南川

昭和5

百姓　 　 　 　

勤め人
　 　 　 △ 　 ○

○

2艘

(4)川の水を汲んだことも 覚えている．ほと んどは井戸　 2歳のと きに井

戸を掘らはっ た．ほれまではもらい水をし てはっ た．(5)金気はひどかっ

たけど川ではすすがなかった．(6) 前の川で魚釣りをし た．(7) 昔7坪ほど

の舟置き場があった．ここらはみんな2艘ありまし た．近所の百姓の家は

2艘ありまし た．

M3氏

西北川

昭和5

百姓 　 　 　 　 ○ ○
○

1艘

(5)ここ(横の川）の水は汚かった．戦後には汚かった．若い時は洗濯はで

きた．お寺の洗濯場．(6) 村中そこらでやった．(7) 戦後ちょっと はう ちの

横に泊めていた．

Y1氏

名古

昭和5

百姓 　 　 　 ○ ○ ○
○

1艘

(2)向かいの家と か井戸のない家は朝に米かし たり ，顔を 洗っ たりし て

はっ た．(4)川から バケツで入れてた．(5)みな川でしてはっ た．う ちのは

金気がきつい．赤い金気．(6) 小さ いおりは手でモロコ をつかんでいた．

(7) 各家にたいがい田舟があっ た．舟があっ たのはS50頃まで川がなく

なるちょっと 前につぶし た．

O4氏

四ツ谷

昭和6

百姓

勤め人
　 　 　 △ ○ ○

○

1艘

(4)川の水も使った．(6) 家の前の川，モロコ がと れた．(7) この近辺では

１ 艘が多かった．向かいの福井さ んは２ 艘持ってはっ た．家によっては

３ 艘持ってはったとこもあった．田舟は自転車と同じくらい高価やった．

T1氏

東北川

昭和7

百姓 　 　 　 △ ○ ○
○

1艘

(4)風呂は小学生く らいまで．飲み水などの利用には井戸を使っていた．

風呂には川の水を 汲んで温まっ た水を 使う 事も あっ た．(6) 家の前の

川，裏の川で．(7) 25歳の頃まで使っていた． 

M4氏

四ツ谷

昭和7

百姓 　 　 　 ○ ○ ○
○

2艘

(4)小さ いとき．(6) 家の近く でモロコ が採れた．(7)たいがいの家はあっ

た．ほとんどの百姓は田舟おいと かはった．

O5氏

名古

昭和8

百姓 △ 　 　 ○ ○ ○
○

1艘

(1)早く 起きてバケツに汲んどいて飲んだこと もある．(4)井戸は金気が

強かって川の水ばっ かり つこてた．S32に嫁いできて7，8年は風呂につ

こてた．(5)川ばっ かり．(6) 家の前の石垣の隙間にモロコ が入っていて

良く と れた．(7) まわりの家(ほとんど百姓)にはみなあった．2艘あった家

もちょ いちょ いあっ た．2艘あっ た家は大風呂船着場に泊めていて家の

前には1艘だけやった．
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回答者

 /自宅

 /生年

家業

カワ・ ホリの利用 備考

⑴ 

飲
用

⑵ 

炊
事
用

⑶ 

洗
顔
歯
磨
き

⑷ 

風
呂

⑸ 

洗
濯
す
す
ぎ

⑹ 

魚
と
り

⑺ 

田
舟
・
船
数

水利用(1)〜(5)，

魚とり(6)，

田舟利用(7)

M5氏

西北川

昭和12

百姓 　 　 　 △ ○ ○
○

1艘

(4)井戸の水が足り なく なると日なた水を使っ た．そこまではしてない．

(5)洗濯機のすすぎは川でやっていた．上水道が来るまではやっていた

と 思う ．白いシャツが卵色になる．(6)村中の川でモロコ をとっ た．(7) 能

登川高校のところまで15歳(S27)の時は引いて行っ た．近所の家も 持っ

ていた．

N3氏

西殿

昭和12

商業(酒

屋)
　 △ ○ 　 ○ ○ 　

(2)してはったかもわからん．(3)暗渠にし はるまで顔も洗ってた．(6)家の

前でとっ た．(7) 昔，隣が漁師で舟が(裏の川)入ってた聞いているが，実

際に見ていない．まわりの家(商家が多い)は持っていなかった．

N4氏

中下

昭和13

百姓　 　 　 　

勤め人
　 △ △ ○ ○ ○

○

1艘
(2)(3)井戸から水をもらっていた．先洗い程度に使った．(6)近く の川で．

K1氏

東殿

昭和13

製造業　 　

(織物)
　 　 　 　 ○ ○ 　 (5)一回目の洗剤を落とすのだけ．(6) 家の前で．

K2氏

西殿

昭和14

百姓 　 　 　 ○ ○ ○
○

2艘

(4)井戸でまかなえなかった時，ポンプで井戸から水道で引っ張ったS30

頃まで．イケスは何軒かあっ た．(6) 家の近く で．(7) 20歳(S35)頃まで

使っていた．

K3氏

東殿

昭和15

勤め人　 　

実家は

百姓

○ ○ ○ ○ ○ ○
○

1艘

(1)(2)小学校いく ときは井戸があった．2，3歳のときに井戸を掘らはった

（ S17頃）．(6) 水路　 井川（ ユガワ）→田んぼへの導水路で．(7) たいが

いの家があった．じゅる田は田舟で田植えし た．

Y2氏

東北川

昭和17

百姓　 　 　 　

飛脚業

漁業

　 　 ○ ○ ○ ○
○

1艘

(3)小さ い時はほう やった．(4)夕方になったら入れた．(5)S50ぐらいまで　

もったいないってのがあるから川でやっていた．(6)大雨降ったら家の前

でウナギが採れた．(7) 大きい舟は金毘羅さ んに．八幡通いの舟はエン

ジンが着いていた．中学ぐらいまで(S30までぐら い)八幡瓦を金毘羅さ

んで降ろしてそっから田舟で運んだ．川がまっすぐになるS53ぐらいまで

ジャガイモと か野菜を畑から運んでいた．

T2氏

四ツ谷

昭和19

百姓 　 　 　 　 ○ ○
○

1艘

(1)〜(5)井戸を使っていた．昔は鍋と かの洗いものをしてやっ た．(6) 家

の近く で．(7) 田舟15，16歳ぐらい．百姓し かけたころにはリアカ ーやっ

た．（ 舟は）どこ の家でも 持ってはっ た．（ 田に）舟で行かな行けなかっ

た．

T3氏

東北川

昭和19

百姓 　 　 　 　 ○ ○ 　
(5)伊庭川までいっていた．(6)伊庭川で．(7) ここらはほう いう 家(田舟を

持っている家）がなかった．

U氏

西殿

昭和19

大工 　 ○ 　 ○ ○ ○ 　

(2)茶碗洗いは当たり前やった．(4)よく 汲んでいた．バケツに入れて日な

た水．(2)(4)とも 小学校ぐらいまで（ S３ 0まで）ぐらい． (6)モロコ やアユ

やらよう さ んおっ た．手づかみ．(7) 田んぼする人は持ってはっ た．商売

人の多い西殿にはあまりなかった．

T4氏

西北川

昭和22

百姓　 　 　 　

勤め人
　 　 　 △ 　 ○

○

2艘

飲み水などの利用には井戸を使っていた．(4)風呂に川から水を取って

た覚えはある．(6) 家の前の川で．(7) 以前は小屋のあるとこまで舟が来

ていて裏の川で舟を泊めたと 聞いている．知っているのは北川筋に泊

めていたところ．大風呂と いうとこに共同の船着き場があっ た．小学校

時分に舟を引いて上がったのを覚えている．使用していたのはそのぐら

いまで．
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　 聞き 取り 調査では、 飲用、 炊事、 洗顔・ 歯磨き 、 風呂、 洗濯（ すすぎ）、 雑用（ 泥落し 、

汚れ落と し ） など の生活用水と し ての利用経験があ っ たこ と を 確認し た （ 表 14）。 ま た、

別途ア ン ケ ート 調査（ 実施日平成 23 年 1 月、 回収 85 部（ 配布数 305 部）） では、 過去

のカワ やホ リ を 利用し た経験を 訊ねた。 回収し た 85 部の結果は表 15 のと おり であ る 。

（ ２ ）生活利用

１ ）飲用、炊事

川の水の飲用について、 聞き 取り 対象者 31 人のう ち 4 人から 、 戦前に飲用し ていたこ

と を 確認し た。 多く の家には井戸があり 、 直接口に入る も のは井戸から の水を 利用し てい

たが、 井戸のない家では水路の水を 飲用、 炊事用、 洗顔等の日常生活に利用し ていた。 聞

き 取り 調査では、 川の水の飲用について、 戦前には「 早く 起き てバケ ツ に汲んど いて飲ん

だこ と も あ る 。」 （ T.O/ 昭和 8 年生 /2011.1 .22 ）、 昭和 30 年頃も 「 27 歳の時はま だつこ て た。

飲んだり 米洗う のも 川ばっ かり やっ た 。」 （ E.O/ 大正 12 年生 /2011.1 .23） と の実際の体験を 聞

いた。

　 川の水を 用いた炊事については、「 も ちろ ん水道も なんにも なく て、 井戸を ど こ の家で

も も のすご く 深く ま で掘っ てたんですけど、 伊庭は非常に金気が多て私の母なんかは金気

の多い水で洗う と ゴ マが黒おなる っ て、 夜中起き し て川の水のき れいな間に汲んど いてそ

れで炊事し たり し てま し たんで」 （ F.M/ 大正 10 年生 /2010.12.9 ） と の経験を き いた。

図４-10 福堂村地券取調絵図にみる水路       図４-11 用悪水路記録（1922）にみる福堂の

                               （ 基図：昭和37年測量能登川町管内図） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

       図４−15 カワやホリの利用経験（青：過去、橙：現在） 
             （ 住民アンケート調査：調査期間：2011.1.20-2.5、回収 85 部（305 部配布）による）

経験人数（括弧内は現在）：飲用 1(0)、炊事用 7(0)、洗顔・歯磨き 7(0)、風呂の水 24(0)
洗濯（すすぎ）55(1)、洗い物（食器等）13(0)、汚れ落とし 68(49)、水泳 43(2)、魚

かみ・魚釣り 58(9)、魚の飼育 21(9)、打ち水 33(17)、草木の水遣り 63(38)、田舟の利

用 28(1)、防火用水 30(23)、除雪 54(45)。 
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表15   カワやホリの利用経験（ 青： 過去、橙： 現在）

（ 住民アンケート 調査： 調査期間： 2011.1.20-2.5、回収85部（ 305部配布）による） 経験人数（ 括弧内は現在）： 飲

用1(0)、炊事用7(0)、洗顔・ 歯磨き 7(0)、風呂の水24(0)、洗濯（ すすぎ）55(1)、洗い物（ 食器等）13(0)、汚れ落とし

68(49)、水泳43(2)、魚つかみ・ 魚釣り 58(9)、魚の飼育21(9)、打ち水33(17)、草木の水遣り 63(38)、田舟の利用28(1)、

防火用水30(23)、除雪54(45)。 
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それら も 昭和 30 年（ 1955） 頃から 田畑で化学肥料が使われる よ う になり 、 水質が悪化

し はじ めてから は川の水は利用さ れなく なっ ていっ たと いう （ G.Y/2010.12.17 ）。

　 一方で、 現在も 残る 、 水槽が設けら れて水の使い分けの様を 表すカ ワ ト や、「 ウ チカ ワ

ト 」 は現在も 使われている も のが認めら れ、 かつての生活の様子を 伝えている 。 ま た、 カ

ワ やホ リ に杭を 打っ て囲み、 コ イ やフ ナを ためておく イ ケス が、 かつて非常に多く 存在し

た。 客人が来たと き にアラ イ にし て食べたり 、 鮒ずし を 作っ たと いう 。 イ ケス は現在も い

く つかみる こ と ができ る 。

２ ）入浴

風呂に川の水を 利用し た経験がある 人は、 聞き 取り 調査では 31 人中 19 人を 確認し た。

深夜から 早朝にかけての水がき れいなう ちに水を バケツ に汲んで風呂に入れた。こ れは「 日

なた水」 と 呼ばれ、 昼に日光で温ま っ たため、 燃料費の節約にも なっ たと いう 。 聞き 取り

でも 「（ 風呂の水は） 川ばっ かり 。 昭和 32 年に嫁いでき て 7、 8 年は風呂につこ う てた。

井戸の水があ ま り なかっ た」 （ T.O/ 2011.1 .22 ） と き く 。 昭和 30 年代にポン プが普及し 、 井

戸から 水道を 引く よ う になっ て（ I.K/2010.12.17） 風呂のための利用がなく なっ ていっ た。

３ ）洗濯

洗濯物のすすぎに川の水が使われたのは、 少なく と も 昭和 50 年頃ま ではあ っ た。 聞き

取り 対象者 31 人中 25 人が、 伊庭の井戸は金気が強く 、 衣類が黄色に変色する ためだと

答え た。 戦前は、「 みな川でし てはっ た」 と いう （ K.Y/ 昭和 5 年生 /2011.1 .23）。 昭和 50 年代

前半でも 、「 カワ ト ですすいでた。 だいぶ後ま でみなし てはっ た。 水道ができ る ま で（ 使っ

て いた）」 （ T.N/2011.1 .23） と いう 。 昭和 54 年に上水道が普及する と 使用さ れなく な っ た。

上水道普及以前は、 汚れも のはたら いで洗い、 残っ た水は畑に掘っ た穴に捨てる など、 用

水を 汚さ ない配慮がなさ れていた。

（ ３ ）流通・ 往来

１ ）農業における 田舟の利用

　 多く の田舟の所有者は農家と 漁師で「 舟ばかり 利用し て いた。 稲を 持て 帰っ て き て、

も みや藁やら 何で も 舟便ばか り だっ た 」 （ M.M/2010.12.10 ）、「 脱穀機積ん で 田に行っ た 」

（ Y.Y/2011.1 .23 ） と いう 。 家から 農具や下肥を 積み込み耕地に行き 、 収穫さ れた稲など を 持

ち帰る など 、 湿田の多い伊庭の農作業において田舟は不可欠であっ た。 ま た、 舟を 用いて

内湖や川で採取し た藻は、 冬場に畑等で乾燥さ せ、 田の肥料と し た。 田舟は各家のカワ ト

に泊めた。 内湖など に出やすい場所には複数の舟が係留でき る 舟着き 場も あっ た。

聞き 取り では、 農業・ 漁業を 営む 23 軒中 21 軒（ 漁業は 2 軒中 2 軒） が田舟を 所有し

ていたこ と を 確認し た。 2 艘以上所有する 家も あり 、商家の多く は所有し ていなかっ た（ 8

軒中 1 軒のみ）。「 ま わり の家は（ 田舟を ） みんな持っ てはっ た 。 昔は田舟から も 洗い物
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を し てはっ た。 使っ てたのは昭和 35 年頃ま でと ちゃ う かな。 あっ たのは長いこ と あっ た」

（ T.N/ 大正 14 年生 /2011.1 .23） と いう よ う に、 伊庭で田舟を 利用し たのは昭和 30 年代初め頃

ま であ っ た。 ただし 、 伊庭川の上流に位置する Y 氏宅では、 伊庭川が改修さ れる （ 昭和

53 年頃） ま で畑から 野菜など を 田舟で運んでいた（ K.Y/2010.12.22 ）。

昭和 30 年代以降は、 耕運機や軽ト ラ ッ ク が普及し て陸上交通が発達し た。 耕運機が導

入さ れる と 、田舟で運ぶのが難し く なっ た。 聞き 取り では、「 テーラ ーになり 軽ト ラ になっ

てく る 時代になっ た。 田んぼに来る のでも 昭和 35、 6 年頃、 Y さ んが初めてミ ゼッ ト （ 自

動三輪車） っ てのに乗ら はっ て、 通ら はら なあかんから 、 う わばせ（ 自分の田を 少し 引い

て） し てバラ ス 持っ てき て農道作っ た」 (M.M/2010.12.10) と いう 。

次第に田舟は自動車に代わり 、昭和 30 年代から 多く の私的な橋が設けら れる よ う になっ

た。 かつては水路にカ ワ ト が設けら れ、 舟が係留さ れていたが、 自動車利用が増えてから

は、 水路を 橋で渡し て駐車場が設けら れる よ う になっ た。 ま た、 田舟が農業のために使用

さ れなく なっ たも のの、 し ばら く はカワ ト のと こ ろ に停泊し た状態が続き 、 遊びや魚釣り

など で利用さ れていた。

２ ）漁業における 田舟の利用

　 内湖の干拓以前、 伊庭には専業の漁師が約 10 軒あ り 、 副業で約 30 軒が漁業を 営んで

いた。 し かし 、 内湖の干拓に伴い漁業権が買い上げら れ、 漁業は大き く 衰えた。 聞き 取り

調査（ 平成 24 年 5 月 14 日） では、 集落内に設けら れた舟入は主に漁師が使用し 、 魞な

ど の漁具を 干す様子がみら れたと いう 。 伊庭川の流れに沿っ て、 カミ ・ シモと 区分さ れる

が、 シモの方（ 特に名古や四ツ 谷） に漁業者が多く 、 カ ワ にイ ケ ス のあ る 舟を 泊めたり 、

家の前にサシ網が干さ れていた（『 内湖と 河川の漁法』）。

３ ）荷物の運搬と サキビキ

　 伊庭を はじ め大中の湖の湖岸集落では、 水運業と し て近江八幡へ通う 仕事が営ま れてお

り 、「 八幡通い」 と 呼ばれた。 伊庭集落北西側の名古には、 江戸時代に浜大津へ米を 運ぶ

商売を 営んでいた船庄が利用し ていたと 伝えら れる 舟着場跡が残る。

聞き 取り では、 荷物の輸送のための利用については、 乙女浜から 田舟で伊庭の米屋に買

い出し にき ていた（ T.K/2010.12.9 ）、田舟で伊崎寺の祭に行っ た（ M.M/2010.12.10 ）と いう 。 ま た、

田舟よ り 一回り 大き な舟で近江八幡ま での飛脚業を 営んでいた商家も 存在し たが、 荷物を

金毘羅神社のあたり で降ろ し 、 そこ から は田舟で運んだと さ れる （ K.Y/2011.1 .23 ）。

　 田舟は竿で進むが、 流れの速い伊庭川では田舟の舳先に取り 付けた縄を、 人が上流に向

かっ て引く「 サキビ キ」が必須であっ た。 舟を 上流に引き 上げる のに、綱で引っ 張る 人間と 、

舟上から 竿で方向を 調整する 人間の２ 人を 要し た。 ま た、水路に沿っ て道が必要であっ た。

　 聞き 取り では、「 昔の舟は何も 動力がつんだる わけやなし 、（ 伊庭川を） 人力で上る 時な
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写真４−13 田舟でおでかけ（中川眞澄氏撮影） 

 

 

写真４−14 田舟から自動車へ（名古川の一本西の埋められた水路）（中川眞澄氏撮影） 

  

写真37   田舟でおでかけ

写真38  田舟から自動車へ（ 名古川の一本西の埋められた水路）（ 中川眞澄氏撮影） 
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んかは綱つけて引っ 張っ たり 、 竹ざおで帆先を 押し たり し て ･･･ 橋の下に道があっ た。 人

が通れなんだら 綱持っ て川の下を 行っ たり 舟を 押し たり でき んなんだ。 それが非常に印象

に残っ ていま す。」 （ 村田文子 / 大正 10 年生 /2010.12.9 ） と いう 。 伊庭川を 通行する ため、 かつ

ての川には橋が少な く 、 大き な橋に関し ては橋の下に 1 尺程の通路が設けら れ、 ロ ープ

を 結びつけた竿を 潜ら せる ために橋が道路よ り も やや高く 架けら れていた。

（ ４ ）灌漑利用

　 圃場整備以前の伊庭川及び伊庭集落内の水路は、 集落南側の田畑に導水する ための農業

用水路と し て重要な役割を 担っ ていた。 集落上流部の耕地では伊庭川上流部に設けら れた

井堰によ り 取水さ れ、「 ユガワ （ 井川）」 と 呼ばれる 田への用水路によ っ て灌漑が行われて

いた。 こ れら の井川は集落内の水路と 比べる と 幅は狭く 、 舟の利用は不可能であっ た。

　 集落よ り 下流部の耕地では、 伊庭川から 分流する 各水路の下流に「 カッ ト リ 」 と 呼ばれ

る 幅 150cm 程度の堰が設けら れて、 田に引水し た。 カ ッ ト リ は、 幅２ 寸、 高さ ４ 寸く ら

いの板を 重ねて入れて水を 止める も のである 。「 メ ン ド 」 と 呼ばれる 堰板を 上げ下げし て、

水位を 調整し た。

　 こ のカッ ト リ を 行う のがユガカリ （ 湯係り ） であっ た。 ユガカ リ はユの入口の堰での水

の調整に関する 協議と 水路全体の維持管理を 行っ た。 も と は、 ユガカ リ は６ 人で、 昭和初

年頃ま では希望者を 募り 、 請け負わせていた。 分流には松杭やム シロ を 用いていたが、 昭

和初年にコ ン ク リ ート 造と なり 、 井堰の部分に堰板を 入れて水の調整を する よ う になっ

た。 上下２ 枚の堰板は共有山から 松材を 切り 出し てつく っ た。 こ れによ り ユガカリ を 請負

ではなく 選挙で選ぶよ う になっ た（『 内湖と 河川の漁法』）。 現在は水利係と 呼ばれている 。

ま た、 カ ッ ト リ （ 堰） の位置については聞き 取り と 航空写真（ 1946 年、 米軍撮影） を も

と に図 28 に示し た。

　 圃場整備前の具体的な灌漑の手順を、 聞き 取り 調査によ り 明ら かにし た。 聞き 取り によ

る と 、 集落南の水田に水を 送る ためには、 妙金剛寺川から 分流し 西に流れる 水路が最も 重

要であ っ たと いう 。 妙金剛寺川は本流であ る 伊庭川よ り も 底が深く なっ ていたと さ れる 。

こ の下流にはカッ ト リ （ 堰） が設けら れていた。 灌漑時にこ の堰を 閉じ る と 妙金剛寺川の

水位が上昇し 、 それま で集落内を 東向き に妙金剛寺川に流れ込んでいた水は逆向き （ 西向

き ） に流れ、 集落南側の田へと 水を 送っ た。 同様に他の水路と 内湖（ 現須田川） と の境の

堰を 閉じ る こ と で水路の水位を 上昇さ せ、 すべての田を 潤し た。 こ の堰の調整は、 農事組

合（ 現農業組合） の組合長のも と 水利係が行っ た。 ま た、 田に導水さ れた水は下流の田に

導水する など ２ 次、 ３ 次と 高次に利用さ れていた （ G.Y/2010.12.17）。 こ の水路に水を 送る 水

路がユガワ （ 井川） と 呼ばれ、 年に一度農家総出での掃除が行われた。

　 導水の方法は場所によ り 異なっ た。 内湖周辺の田は水路と の高低差が大き く 、 ジャ グ ル

マ（ 蛇車） を 用いて揚水し た。 一方、 上流部では水路から の自然流下で導水し た。 特に内
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湖周辺では導水が難し く 、 野井戸が用いら れる 事が多かっ た が、 昭和 30 年（ 1955） 前

頃から はポン プによ り 揚水でき る よ う になっ たと いう 。 さ ら に昭和 55 年から 実施さ れた

圃場整備によ っ て用排水分離が行われ、 農業用水は伊庭内湖から ポン プによ っ て供給さ れ

る よ う になっ た。

　 圃場整備前は、 福堂、 乙女浜においても 溝渠を 堰上げて灌漑を 行っ ており 、 縦横に張り

巡ら さ れた溝渠が灌漑上重要な役割を 担っ ていた。

（ ５ ）　 排水

　 水利環境に恵ま れる 一方で、 水量の豊富な伊庭川は大雨時には洪水のリ ス ク も 抱えてい

た。 聞き 取り でも 、 かつては伊庭川に繋いでいた田舟が大雨になる と （ 水位が上昇し て）

道ぐ ら いま で上がる こ と も あ っ たと いい（ T.T /2011.1 .23）、 治水面で課題を 抱えていた様子

がう かがえた。 現在の伊庭集落の標高は、86.0 〜 86.8m ほど で、琵琶標準水位（ 84.371m ）

よ り 2m ほど 高く 、 周囲の水田に比べても １ m ほど 高い。

　 洪水の被害を 軽減する ため、 伊庭川はじ め伊庭の水路網には随所に工夫がみら れた。 ま

図28  灌漑期の用水の流れ（ 昭和21年撮影の航空写真に筆者加筆）

凡例  ●： 堰（ カットリ）

妙金剛寺川伊庭川
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ず、 集落の上流部にはマガリ ト と 呼ばれる 伊庭川が蛇行する 区間が存在し た。 かつての伊

庭川の自然の流路を 活用し たも のと 考え ら れる が 、 こ の区間は石垣によ り 河道が固定さ

れ、 大雨時にはマガリ ト の周囲の農地で浸水する 事が多かっ たと いう 。 伊庭川は伊庭の集

落内に入る と すぐ に妙金剛寺川に分流する 。 妙金剛寺川は、 伊庭の集落を 洪水から 守る た

めの排水路と し て徳永寿昌（ 1549 〜 1612）によ り 開削さ れたと 伝わる 。 その他の水路も 、

洪水時の排水路と し ても 機能し たも のと 考えら れる 。 すなわち、 伊庭の水路網は、 全体と

し ては排水のほか、 田畑への導水、 交通路と し ての機能など、 多面的な役割を 担っ ており 、

ま た、 それを 可能にする 構造を 有し ていたと いえる 。

４ 　 伊庭集落における集落内水路の変化

　 伊庭の水路網は明治以降の埋立・ 減幅等によ り 変化し ている。 ただし 、 生活・ 生業の変

化に応じ る よ う に時代の流れと と も に変化し てき た。 伊庭における 水路の変化について、

文献資料と 写真資料、 聞き 取り 調査によ っ て整理し 、 図示し た（ 図 29）。

（ １ ）戦前の変化（ 〜1945年）

伊庭では、 大正 14（ 1925） 年の官有溝渠の廃止によ っ て多く の水路が払い下げら れ、

田畑や宅地へと 変更さ れたこ と が滋賀県歴史的文書「 溝渠廃止」（ 滋賀県土木課、『 起工規

則処分』、 1927） から 確認でき る 。 大正 14 年 6 月 7 日に神崎郡伊庭村長・ 村田信太郎か

ら 滋賀県土木課長に対し て出さ れた公用溝渠廃止申請に関する 書類には、「 官有溝渠敷面

積 参拾九坪　 此延長 拾参間　 合計 参千百五坪四勺　 二除 千五百五十二坪五勺」 の面積

の溝渠が、「 今般其ノ 必要ヲ 認メ サルニ廃棄致シ候条村會決議ヲ 経」、「 前記官有溝渠ハ其

ノ 要ヲ ナサラ リ シニ付田畑ニ変更致度理由ナリ 」 と あり 、 溝渠が不要と なっ たため、 田畑

に変更する こ と を 村会決議を 経て廃止申請に至っ ている 。 その面積は村全体で約 5,123m 2

に及んだ。

こ のと き 廃止さ れた溝渠の多く は袋状の水路であ っ た （ 図 29 の水路番号 1−1, 2 , 7 , 9〜

14, 19 など ）。 水路番号 1−3, 4 , 5, 6 の水路は寺を 取り 囲むよ う に張り 巡ら さ れた堀であ

る が、 こ れら の水路はこ の時期から 次第に水が流れなく なり 現在は涸渇し 、 一部埋ま っ て

いる 。 払下げら れた後は宅地や農地と し て利用さ れた。

戦前ま でには、 水路網の支線や端部の細網部分の消失が進んだも のの、 水路網の骨格を

構成する 主要な水路の多く は保持さ れた。 こ の時期の消失が目立っ た袋状の水路は、 排水

上も 重要でなく 、 舟の停泊など 私的で限定的な利用がさ れる にすぎなかっ たため、 その利

用上の重要性が大き く なかっ たも のと 考えら れる 。
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(1)　明治～昭和21年　（1869-1946）
番号 変化 根拠 - - - 溝渠廃止 下付書類

1-1 Ｉ b Ｉ

1-2 Ｈ b Ｈ ○

1-3 Ｆ g - １間

1-4 Ｆ g - １間

1-5 Ｆ，Ｈ g - １間

1-6 Ｇ g - １間

1-7 Ｉ b Ｉ -

1-8 Ｅ g - ２間

1-9 Ｈ b Ｈ ○

1-10 Ｋ g - ○

1-11 Ｈ b Ｉ ○

1-12 Ｈ，Ｉ b Ｈ，Ｉ ○

1-13 Ｋ a - ×

1-14 Ｈ b Ｈ ○

1-15 Ｅ g - ３間

1-16 Ｆ，Ｇ g - ２間

1-17 Ｋ c - -

(2)　昭和21年～昭和55年　（1946-1980） 1-18 Ｆ，Ｇ g - ２間

1-19 Ｋ - - ○

1-20 Ｈ b Ｈ ２間

1-21 Ｉ b Ｉ -

1-22 Ｅ - - -

番号 変化 根拠 Ｓ55 Ｓ４９ 水路幅 側道 下付書類

2-1 Ｆ g - ○ 1-4ｍ なし 1-2間

2-2 Ｄ c,d - × 3ｍ 2間

2-3 Ｃ d,e △ ○ 2m 4.5m，2.5m 1-3間

2-4 Ｂ，Ｃ d,e △ ○ 2m 4.5m，2.5m 1-3間

2-5 E g - ○ 2m なし 3間

2-6 Ｉ g - - - - ○

2-7 E d,e × ○ 1m 2.5m 2-2.5間

2-8 E d × ○ 2m 2.5m 3間

2-9 Ｄ d - ○ 1m なし 3間

2-10 B d △ ○ 3m 3m 3間

(3-6)昭和55年以降　（1980-） 2-11 B d △ ○ 3m 4m 1間

2-12 E c,d,g - × × 3m 2間

2-13 E c,d,g - × × 2m 2間

2-14 B e △ ○ 2m 3.5m 3間

2-15 B d,e △ ○ 2.5m 2m 1間

2-16 B d,e △ ○ 3m 2m 2間

β 付替 ｇ

番号 変化 根拠 Ｓ55 Ｓ４９ 水路幅 側道 下付書類

3-1 E，J d,e - ○ 3m 1.5m，1.5m 2間

3-2 C e ○ ○ 2m なし 2間

3-3 B e ○ ○ 3m 2m -

3-4 D c - ○ 2m なし 2間

(4)　圃場整備事業時　（1980-1990）

番号 変化 根拠 Ｓ55 Ｓ４９ 水路幅 側道 下付書類

4-1 E d - ○ 2m なし -

4-2 B d ○ ○ 4m 2.5m 3-4間

4-3 E d ○ ○ 5m なし -

4-4 C d,f ○ ○ 4m 2.5m 3間

4-5 B,J ｇ ○ ○ 2m なし 3間

4-6 J d - ○ 4m 1m 4間

凡例 A 変化なし 4-7 E d ○ ○ 3m なし 2間

B 道路整備にともなう幅の縮小 4-8 B d - - - - -

C 道路整備にともなう暗渠化（一部開口部が残る．） γ J d

D 道路整備にともなう暗渠化

E 道路整備にともなう埋め立て 番号 変化 根拠 Ｓ55 Ｓ４９ 水路幅 側道 下付書類

F 水が流れなくなった． 5-1 D f ○ ○ 3m なし 2間

G 自然に埋まった． 5-2 C f ○ ○ 3m 2m 2間

H 宅地造成のため埋め立て（宅地化） 5-3 B e ○ ○ 5m 2m -

I 農地整備のため換地（田畑） 5-4 B f ○ ○ 5m 2m -

J 排水路として整備 5-5 E f ○ ○ 3m なし -

K その他・不明 5-6 D f ○ ○ 4m 1.5m 3間

○ 確認できる． 番号 変化 根拠 Ｓ55 Ｓ４９ 水路幅 側道 下付書類

△ 変化後の水路の状態が確認できる． 6-1 A,B d ○ ○ 4m なし -

× 水路が存在しない． 6-2 A - ○ ○ 3m なし 3間

6-3 A - ○ ○ 3-5m なし 2.5-3間

根拠となる資料 a 大正12年　用悪水路下付に関する書類 6-4 A - ○ ○ 2m なし 3間

b 昭和２年　起工処分 6-5 A - - ○ 3m なし 2間

c 昭和21年(1946)　米軍撮影　航空写真 6-6 A - - ○ 3m なし 2間

d 大字伊庭土地改良古今図1/1000(S49航空測量) 6-7 A - - ○ 1-2m なし 2-2.4間

e 昭和55年(1980)　中川真澄氏撮影 6-8 A - ○ ○ 2m なし 1-2間

f 農村総合整備モデル事業計画変更説明資料 6-9 A - - ○ 2m なし 2間

g ヒアリング調査 6-10 A - - ○ 2m なし 2間

Ｋ

2-5の付け替えに伴いS49,50に管路で新設

圃場整備事業に置いて付け替えの為に新設．

（5）農村総合整備モデル事業時　（1988-1998)

(6)変化が確認できていない水路

図４−17　伊庭における水路の変容（「水郷集落における文化的景観の持続性」より転載）

(1)　明治～昭和20年　（1869-1945）

(2)　昭和21～昭和55年　（1946-1980）

（3）昭和55年以降 （1980-）

α
絵図では確認できるが，下付書類には存在しな

い．
a

図29　 伊庭における水路の変容（「 水郷集落における文化的景観の持続性」より転載）
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写真４−６ 正厳寺橋上流（山本正和氏撮影、1980 年頃、琵琶湖総合開発地域民俗文化財特別調査資料） 

 

写真４−７ 伊庭川（1986 年 7 月、レッツの会撮影、能登川博物館所蔵） 

写真39 正厳寺橋上流（ 山本正和氏撮影、1980年頃、琵琶湖総合開発地域民俗文化財特別調査資料）

写真40  伊庭川（ 1986年7月、レッツの会撮影、能登川博物館所蔵）
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写真４−８ 陣屋橋上流（八木泰幸氏撮影、1980 年 6 月、琵琶湖総合開発地域民俗文化財特別調査資料） 

 

写真４−９ 魚定のイケス（山本正和氏撮影、1980 年頃、琵琶湖総合開発地域民俗文化財特別調査資料） 

写真41　 陣屋橋上流（ 八木泰幸氏撮影、1980年6月、琵琶湖総合開発地域民俗文化財特別調査資料）

写真42　 魚定のイケス（ 山本正和氏撮影、1980年頃、琵琶湖総合開発地域民俗文化財特別調査資料）
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写真４−11 名古川の一本東（近藤雅樹氏撮影、1980 年頃、琵琶湖総合開発地域民俗文化財特別調査資料） 

 

写真４−12 名古川（中川眞澄氏撮影、1980年 9月） 

写真43　 名古川の一本東（ 近藤雅樹氏撮影、1980年頃、琵琶湖総合開発地域民俗文化財特別調査資料）

写真44     名古川（ 中川眞澄氏撮影、1980年9月） 
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写真４−15 正厳寺橋と伊庭川（農業集落道整備前、福島崇雄氏撮影） 

 

写真４−16 伊庭川の道路拡幅工事（福島崇雄氏撮影、1989 年 4 月） 

写真45　  正厳寺橋と伊庭川（ 農業集落道整備前、福嶋崇雄氏撮影） 

写真46　  伊庭川の道路拡幅工事（ 福嶋崇雄氏撮影、1989年4月）



115

第四章　 水路と 集落

（ ２ ）圃場整備以前の変化（ 1946〜1980年）

　 戦後、 昭和 49 年（ 1974） ま で道路拡幅に伴う 水路幅の狭小化が進めら れた が、 完全

に埋め立てら れたも のは南川、 中下、 東殿あたり で散見さ れる も のの多く はなかっ た。 こ

の間に完全に埋め立てら れたも のは確認でき る 限り 水路番号 2-7, 8 , 12 , 13（ 図 29） の水

路のみであ る 。

　 昭和 30 年代から 自動車の普及によ り 田舟が利用さ れなく なっ ていっ たため、 舟運の目

的で幅の広い水路を 残し ておく 必要性は小さ く なっ ていっ たが、 集落の外縁を 流れる 水路

など は依然と し て農業用水の導水路と し て、 ま た伊庭川から の排水路と し て重要な役割を

担っ ていた。 そのため道路幅員の拡幅を 行う 場合も 、 水路の導水機能は確保し ておく 必要

があ っ た。 伊庭川北側の水路（ 図 29 の水路番号 2-2, 3 , 4） は道路整備に伴い暗渠化、 幅

の縮小が進めら れたが、 伊庭川南方の田畑に向かう 水路については導水機能が残さ れた。

逆に言えば、 完全に埋めら れた水路は導水や排水上、 不可欠な役割を 果たし ている と はい

えない水路であっ た。 すなわち、 導水機能を 確保し ながら も 水路網の構成上重要性の高く

ない水路については幅の縮小や暗渠化が進んだが、 昭和 50 年代半ばま で、 幹線と なる 水

路の消失はみら れなかっ た。

　 圃場整備のた めに昭和 49 年に測量さ れ作成さ れた 1000 分の 1 の地図であ る 「 昭和 

55 年起工 大字伊庭土地改良古今図」（ 山路家所蔵） から は、 当時の伊庭の水路形状の詳

細と 土地利用を 知る こ と ができ る 。 地籍図や用悪水路記録など の資料と と も に、 当時の水

路環境を 復元し た（ 図 32）。 こ の時点では明治・ 大正期の水路の多く が残さ れていた。

（ ３ ）圃場整備及び農村総合整備モデル事業による変化（ 1980年〜）

滋賀県営圃場整備事業（ 1980 〜 88 年） は、 区画整理や用排水路等の整備によ る 大規

模で効率的な営農を 目的と し て実施さ れたも のであ る が、 こ の事業によ っ て管路によ る 農

業用水が整備さ れ、 集落の周辺（ 集落内を 除く ） の水路は大き く 変化する こ と と なっ た。

特に、 圃場整備事業の関連事業と し て、 伊庭川の付け替えが実施さ れ、 新たな排水路と し

て新瓜生川が開かれたこ と が水環境の変化の契機と なっ た。 伊庭川の水は水門によ り 取水

する こ と と なり 、 その水量も コ ン ト ロ ールでき る よ う になっ たこ と によ り 、 旧能登川町で

は昭和 58 年（ 1983） 着工の農村総合モデル事業によ っ て 集落内の道や水路な ど の基盤

整備が実施さ れた。

伊庭では農村総合モデル事業によ っ て、 集落内道路の整備が進めら れ、 こ れに伴い多く

の水路の縮小、暗渠化、埋め立てが進んだ。 こ の事業の対象と し て、伊庭全体で 1,193m （ A：

571m 、 B： 212m 、 C： 268m 、 D： 142m ） の道路が整備さ れた（ 図 30, 31）。 同事業の説

明文書には、 その理由と し て、 例えば「 有効幅員 3.5m を 確保する こ と によ り 、 農業機械、

農作業運搬車のス ム ーズな通行を 図り たい」 と 、 農業の便を 図る こ と が記さ れている （「 農

村総合整備モデル事業計画変更説明資料」（ 能登川町、 1999）。 例えば集落道 16 号の整備
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図4-19 農村総合整備モデル事業の対象路線 

「平成11年度第2回計画変更 農村モデル事業計画変更説明資料」能登川地区付属図に筆者加筆 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

図4-20 農業集落道整備の断面図（現状，計画）（地点は図4-19と対応） 
注）区間BとCは計画変更前の図面であり，最終的に施工された図面ではない 

 

 

 

区間A 区間B

区間C 

↓付替え後の瓜生川 

○ 
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D 

B 

A 

水門 

図30 　 農村総合整備モデル事業の対象路線 

「 平成11年度第2回計画変更 農村モデル事業計画変更説明資料」能登川地区付属図に筆者加筆 

図31　 農業集落道整備の断面図（ 現状，計画）（ 地点は図19と対応） 

注）区間Bと Cは計画変更前の図面であり，最終的に施工さ れた図面ではない 



凡例

図18   伊庭の水路復元図

1980年時点の水路

1946-80年間に存在を確認し た水路

1924-45年間に存在を確認し た水路

1924年以前に存在を確認し た水路

（ 山口作成）

注）下図は
「 県営能登川南部地区換地計画平面図」（ 1980）

栄橋

渡所橋

𡈽𡈽𡈽橋

正厳寺橋

陣屋橋

守国橋

平和橋卯ノ時大橋

三ツ橋

　 図 32　 伊庭の水路復元図
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（ 工期 1988 〜 91 年） においては、 約 5m あっ た伊庭川の川幅が約 3m ま で狭めら れ、 道

路幅 4m の道路が整備さ れた。 ま た、 同事業説明書には、 水路の工事前後の断面図が描か

れており 、 工事前の水路や水路脇の道の大ま かな寸法を 知る こ と ができ る。

なお、 モデル事業時には多く の水路が暗渠化さ れたが、 その際には住民から 「 カワ がな

く なっ たら 困る 」 と いう 声があがり 、所々を 開渠化し 、カワ ト が設けら れる 例も みら れた。

（ ４ ）水路の景観保全の取り組み

１ ）水郷伊庭の公園化運動

昭和 50 年代以降、 水路の縮小や消失が目立ち始めた際に、 住民の間で水路の歴史的重

要性や美観の向上を 議論する 機運が高ま り を みせた。 圃場整備事業開始直前の昭和 54 年

（ 1979）、 正厳寺の福嶋崇雄住職は『 水郷伊庭の保存につと めま し ょ う 』 と 題する 自作の

パン フ レ ッ ト を 作成し 、 伊庭の住民に対し て歴史環境の保全を 訴えた。 こ れは、 埋め立て

ら れよ う と する 河川や掘割を 地域資産と と ら え保全・ 活用への転換を 図ろ う と する 取り 組

みであっ た。 折し も 近江八幡市の八幡堀において、 市民運動と し ての堀の保存修景運動が

進めら れ、 堀の全面浚渫工事が完成し た頃であっ た。

福嶋氏は「 道を 拡げる 事が本当に私たちの幸福につながる のか」、「 私たちが今見捨てよ

う と する も のは、 大変に貴重なも のだと いう こ と を 感じ る のです。 私たちは子孫に何一つ

残すも のはなく ても 、 伊庭川だけはそっ く り そのま ま 残すべき ではないか」 と 訴えた。 他

の地域では、 かつての水郷の名残であっ た掘割のほと んど が埋め立てら れ、 かつての景観

が大き く 変貌し てし ま っ ている こ と を 説明し た上で、 埋め立ててから 後悔し ても 遅いと 訴

えた。 さ ら に、 福嶋氏は伊庭川と その支流の掘割を 一大公園化する と いう 試案を 示し た。

あ く ま で１ つの案と し ながら も 、 住民の役割と し て以下の６ つを 掲げた（ 福嶋崇雄『 水郷

伊庭の保存につと めま し ょ う 』、 1979 年）。

1） 川を 埋める 場合、 本当に埋める 必要がある か充分に考える 。

2） 瓜生川改修の暁、 中川筋の道路拡幅については、 大局的見地から 充分に討議を する 。

3） 伊庭川を 自分の庭先や池と 思い、 美観の保持につと め、 ご みを 川にすてる など の行

為を つつし む。

4） 河川の末端に「 せき 」 を 設け緋鯉やにし き 鯉など を 放流し て飼育する 。

　（ その区域は禁漁と する 。）
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5） 川の浅瀬には囲いを つく り 、 土砂を 盛り 上げ、 あ やめ、 かき つばた、 蓮、 水連など

の水草を 植える 。

6） 川に臨む畑や屋敷など が協力し 、 桜、 桜桃、 紅葉、 こ ぶし 、 れんぎ ょ う 等の花木を

植えて水辺の風趣を 盛り 上げる 。

　 実際に福嶋氏と 伊庭の住民は、 人々の意識向上のために、 鯉を 飼う 取り 組みを 進め、 平

成 3 年には伊庭自治会の取り 組みと し て川に鯉や緋鯉を 放ち、 現在も 飼育し ている 。

２ ）景観保全の取り 組み

　 農村総合整備モデル事業に伴う 水路の埋立・ 改修にあ た っ て は、 住民が自治体に歴史

や景観の面での配慮を 訴え た。 前述し たよ う に、 集落道 16 号の整備によ っ て約 5m あ っ

た 伊庭川の川幅が約 3m ま で狭めら れた。 福嶋氏によ る と 、 実際には道幅を さ ら に広く

する 提案があ っ た が、 区長を 中心に反対意見があ がり 、 現在の幅に決めら れた と いう

（ T.F/2010.12.17 ）。 その護岸も 当初町役場では費用を 抑え る ために矢板で行う 計画が立てら

れていたが、 福嶋氏の「 石垣である こ と に伊庭川の意味がある 」 と の主張が住民の共感を

呼び、 景観に対する 保全意識から 間知石が選ばれ整備さ れた（ T.F/2010.12.23 ）。

　 さ ら にその後、 伊庭の住民によ っ てカ ワ ト の復元が進めら れた。 伊庭氏の館跡にかつて

置かれた米蔵の東側には大き なカ ワ ト が存在し たが、 平成 15 年にこ の石垣及びカ ワ ト の

修繕を 行っ た。 その際、「 水郷伊庭美化保存会」 が福嶋住職を 代表と し て設立さ れ、 同会

が集めた 寄付金 40 万と 区助成金 30 万と を 併せて 事業費と し た。 平成 19 年には「 伊庭

町環境保全の会」 が設立さ れ、 以後現在に至る ま で、 ホタ ルゾ ーン の整備を 含めた環境保

全活動を 進めている 。

　 以上のよ う に、伊庭のカワ やホリ の埋め立てや幅の減少が進めら れた一方で、住民によ っ

て水路は地域の歴史資産、景観資産と し て見直さ れ、その保全・ 活用を 目指す運動が起こ っ

た。

（ ５ ）現在の水路に対する住民の意識

　 伊庭の水路に関する 住民の意識について 、 アン ケ ート 調査を 行っ た（ 表２ 、 調査期間：

平成 23 年 1 月〜 2 月、 回収 85 部（ 305 部全戸配布） によ る ）。 平成 23 年時点で、 伊庭

の水に魅力を 感じ ている 住民は、 回答者の７ 割を 超えた。 その理由について、 複数選択の

質問では「 魚が泳いでいる 」、「 水が豊かに流れている 」、「 水を 利用する こ と ができ る 」、「 水

がき れい」、「 景観が良い」、「 昔を 思い出す」 と いう 項目で多く の回答を 得た。 水路が埋め

ら れたこ と については、 残念だと 感じ ている 回答者が同じ く ７ 割を 超え、 その理由も 「 自

然環境が豊か」、「 景観が良かっ た」、「 歴史を 感じ さ せる 」、「 愛着があっ た」、「 子供の遊び

場であ り 学びの場であ っ た」 と いう 項目で多く の回答を 得た。 上述し た昭和 55 年（ 1980）

の福嶋氏を 中心と する 水路保全運動についても 、 共感し ていた住民の多く いたこ と を 確認
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表４−２ 伊庭の水路に関する住民の意識 

     （住民アンケート調査：調査期間：2011.1.20-2.5、回収 85 部（305 部配布）による） 
 
１）伊庭の水路に対する魅力／理由（複数回答可） 

 

 
 
２）伊庭の水路が埋め立てられたことに関する感想／理由（複数回答可）／意見 

 

 

 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

とても感じる

やや感じる

どちらでもない

あまり感じない

まったく感じない

空欄・無回答

0 10 20 30 40 50 60

1，水がきれい

2，水が豊かに流れている

3，水を利用することができる

4，水草がきれい

5，鯉などの魚が泳いでいる．

6，周辺に緑が多い

7，景観が良い

8，周辺の環境がよい

9，昔を思い出す

10，その他

0 10 20 30 40 50

1，とても残念だ

2，やや残念だ

3，どうとも思わない

空欄・無回答

0 5 10 15 20 25 30 35 40

1，愛着があった

2，歴史を感じさせる

3，先祖から受け継がれてきたから

4，生活に欠かせなかった

5，自然環境が豊か(魚・植物等）

6，景観がよかった

7，子供の遊び場であり学びの場であった

8，地域交流の場であった．

9，ないと不便

10，その他

0 10 20 30 40

1，当然だった

2，仕方なかった

3，埋めたてるべきではなかった

4，もう少し，(幅・護岸・形状等）を考えるべきであった．

5，もう少し，埋めたてることに対して考えるべきであった．

表16 伊庭の水路に関する住民の意識 
（ 住民アンケート 調査： 調査期間： 2011.1.20-2.5、回収85部（ 305部配布）による）
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３）1980年の水路保全運動「伊庭の保存につとめましょう」の認知／意見 

 

 
 
 
４）今後水路はどうしていくべきかについての意見／具体的な方策（複数回答可） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60

1，知っていた

2，知らなかった

空欄・無回答

0 5 10 15 20 25 30 35

1，とても共感できた

2，やや共感できた

3，どちらでもない

4，あまり共感できなかった

5，まったく共感できなかった

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

1，現状のままでよい

2，積極的に保全・活用すべき

3，埋めたてて道路にすべき

4，埋めたものを復元すべき

5，その他

0 10 20 30 40 50

1，水質の浄化

2，水量の増加

3，子供の遊び場や公園の整備

4，川沿いの緑化

5，動植物の増加

6，ベンチや，休憩所の整備

7，遊歩道の設置

8，橋や周辺の建物の美化

9，カワトの改修・美化

10，田舟の復活

11，石垣の改修・美化

12，その他
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し た。

　 ま た、 今後の水路の活用策については、「 積極的に保全・ 活用すべき 」 だと 考える 回答

者が約半数あ り 、 その方策と し て「 水質の浄化」、「 川沿いの緑化」、「 石垣の改修・ 美化」

への期待が特に目立っ た。

　 水路を 保全・ 活用する 活動の背景には、 水路の水量の確保に尽力し た人物に関わる 伝承

が存在する 。 元亀元年（ 1570）、 川原崎助右衛門は伊庭川の用水確保を 織田信長に割腹し

て訴え、 その心意気に心打たれた信長が伊庭川への通水を 許可し たと いう 逸話が語り 継が

れている （『 近江神崎郡志稿』）。 川原崎助右衛門の子孫であ る 川原崎家では、 先祖が命を

かけた川に誇り を 持ち、 昭和 25 年頃ま で、 井戸を 掘ら ずに川の水で生活し ていたと いう

(T.F/2010.12.17)。 ま た、追悼法要や村総出の川掃除「 オオカワ ザラ エ」 の行事等においても 、

伊庭ではこ の物語が伝承さ れてき た。

５ 　 水路からみた伊庭の景観の特徴 

　 第四章では、 伊庭の文化的景観の特徴を、 水路と 集落の関係、 水路と 生活と の関係と そ

の変遷に着目し て述べた。

　 伊庭では、 河川や地形など の環境条件を 活かし た土地利用と 集落形成が認めら れる が、

と り わけ特徴的であ る と いえる のが、 田舟利用や用水利用と の関わり の中で形づく ら れた

集落形態と 水路網構造であ る 。 と り わけ 400 を 超え る 宅地のほと んど （ ９ 割以上） が水

路に面する と いう 貫徹性は特筆すべき も のである 。 ま た、 水路に面し て狭く 奥に深い敷地

割にも 、 水と の強い関連性を 見出すこ と ができ る 。

　 その集落内水路の利用について は、 生業利用（ 農業のた めの灌漑・ 荷物運搬、 漁業）、

生活利用（ 飲用、 炊事、 入浴、 洗濯）、 流通・ 往来（ 琵琶湖・ 内湖を 経由し た運搬、 人の

移動）、文化（ 祭礼） など の複合的な水利用がなさ れていた。 こ う し た水利用形態の特色は、

カ ワ ト やイ ケス 、 ジフ ン など の景観要素の中にも あ ら われている 。

　 ま た、 伊庭での水利用は、 家のカワ ト や集落内水路のス ケールにと ど ま ら ず、 水路を 介

し て内湖、 琵琶湖へと 直接つながっ ていた。 集落を と り ま く 低地の湿田や、 内湖と 直接つ

ながる こ と こ そが、 水路のも つ価値であっ た。

　 こ う し た琵琶湖− 内湖− 集落− 家を 結ぶ、 水路網と 水利用シス テム の構築こ そが、 伊庭

の景観の特徴である と いえる 。 そし て、 生活・ 生業と 深く 結びついて形成さ れた水シス テ

ム は、 伊庭では形を 変えながら も 持続し ている 。
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表17　 伊庭における水システムと景観の構造

琵琶湖圏 - 内湖圏 — 集落形態 — 土地利用・ 敷地利用 — 水利用施設

山（ 生活，信仰）

湖（ 漁業）

田（ 農業）

近隣の集落

網状の集落内水路、

集落内のほぼすべて

の宅地が水路に面す

る地割構成

生業に応じ た

特徴的な敷地配置と

資源利用形態

水路、カワト 、

イケス、ジフン、

田舟、柿（ 渋）


